
平成２６年度
過日行いました今年度の教育活動に関するアンケー

トへのご協力、誠にありがとうございました。
今回のアンケート結果を真摯に受け止め、保護者の

皆様の思いやご要望を次年度の活動に生かして行きた
いと思います。今後ともご理解・ご協力をよろしくお願いい
たします。

第１８号 １２月２２日 A そう思う Bだいたいそう思う
Cあまりそう思わない D思わない

平成２６年度 教育活動に関するアンケート集計（保護者）％で表記しています。

No 評 価 項 目 A B C D
１ 学校の様子がよくわかる ７７ ２３ ０ ０

２ 学校行事が充実している ５５ ４５ ０ ０

３ 学校は児童の安全に配慮している ７７ ２３ ０ ０

４ 子どもは話をよく聞き、よく考えて学習に取り組んでいる ２７ ５５ １３ ５

５ 子どもは進んで登校している ６８ ２２ ５ ５

６ 子どもは学校のことをよく話す ４５ ３６ １４ ５

７ 子どもは家庭学習の習慣が身についている １３ ４１ ４１ ５

８ 子どもは基本的習慣が身についている １８ ４５ ３２ ５

９ 先生方は子どもの相談をよく聞いている ５５ ４５ ０ ０

１０ 先生方は家庭との連携を図るように努力している ６８ ３２ ０ ０

１１ 先生方は子どもたちのがんばりを認めている ７３ ２７ ０ ０

☆ １の項目から、学校の様子については、学校だよりやホームページ・各学年
からのお便り等でお知らせしております。A・B合わせて１００％はうれしい結果です。 一人

☆ ２の項目についても、A・B合わせて１００％ですが、さらに施設面や内容等の充 ひとりに
実を図り、よりよいものにしていきたいと考えております。今後、体育館の建設も予定
されております。 寄り添っ

☆ ３の項目についても、A・B合わせて１００％ですが、今後ともスクールバス通学指 て
導や避難訓練等を通して、安全面に配慮していきたいと思います。

★ ４の項目では、C・Dにチェックされた保護者の方も見られました。学校では、今年度の重点目標「見て聞いて考えて伝え合
おう自分の思い」の達成のために、まず、先生や友だちの話を自分の考えと比べながら聞くように指導してきました。その結果
子どもたちは話を最後まで聞けるようになってきました。さらに発表力を身に付けさせるために、自分の考えをまとめる時間を確
保したり、互いに発表する時間を意図的に設けたりしています。また、全校辞書引きを通して語彙を増やしたり、総合学習発
表会などを通して発表力を高めたり等、工夫しながら取り組んでいます。

★ ５の項目から、A・B合わせて９０％以上の子どもたちが、毎日明るく・元気に登校して、笑顔で学校生活を過ごすことができ
ていて大変うれしく思います。私たち教職員一同、子どもたちの笑顔がたくさん見られるように、良さを認め、自己肯定感・成
就感が味わえるよう支援しています。震災以降、避難生活も４年目が過ぎようとしています。まだまだ不自由な生活の中で、
子どもたちが悩んでいるような様子が見られたときには、学校までご連絡をお願いいたします。担任を始め全教職員が一丸と
なって解決のための努力をいたします。また、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーにも相談できる体制が整っ
ております。将来を担う子どもたちに「生き抜く力」が身につくよう、家庭と学校とが協力し合って、時には子どもの背中を押して
あげましょう。

★ ６の項目では、C・D合わせて１９％ありました。学校の様子については、学校・学年だよりやホームページ等で継続してお知
らせします。ご家庭でも話題に取り上げ、子どもたちから学校の様子を聞くきっかけにしていただければと思います。

★ ７の項目から、C・D合わせて４６％と保護者の皆様が一番心配しているという結果になりました。学習の定着のためには、
家庭学習も重要な割合を占めています。「決まった時間に宿題をする」ということを学校でも指導していますが、ご家庭でも声
かけをお願いいたします。

★ ８の項目から、「早寝・早起き・朝ご飯」については継続してお願いしているところですが、過日の生活
アンケートの結果等から、夜更かしのために朝なかなか起きられない子どもたちが見られました。朝ご飯
を食べることによって目覚ましスイッチが入ります。引き続きご協力の程、よろしくお願いいたします。

☆ ９・１０・１１の項目から、A・B合わせて１００％という結果を大変うれしく思うと同時に、これからも保護者
の皆様のご期待に添えるよう、全職員一丸となって子どもたちの教育に携わっていきたいと思います。


